
 

社会資本整備審議会 道路分科会 九州地方小委員会（令和５年度第２回） 

議事概要 

１．日  時 

  令和５年１２月４日（月）  １５：３０～１７：３０ 

２．場  所 

 九州地方整備局（福岡第二合同庁舎） ２階共用会議室 

（福岡県福岡市博多区博多駅東２－１０－７） 

３．出席者 

〈委員長〉 

円山 琢也 熊本大学大学院 先端科学研究部 教授 

〈委員〉 

石橋 知也   長崎大学大学院 工学研究科 准教授 

桑野 和泉   一般社団法人 由布市まちづくり観光局 代表理事 

笹川 理子   弁護士法人 笹川法律事務所 弁護士 

嶋本 寛    宮崎大学 工学教育研究部 社会環境システム工学科 准教授 

寺町 賢一   九州工業大学大学院 工学研究院  

建設社会工学研究系 准教授 

戸田 順一郎  西南学院大学 商学部 商学科 教授 

原口 唯    （株）YOUI 代表取締役 

松永 千晶   福岡女子大学 国際文理学部 環境科学科 准教授 

 

４．議事内容 

【中九州横断道路（大分
おおいた

～犬飼
いぬかい

）】 

 ・中九州横断道路（大分～犬飼）における計画段階評価について、当小委員会と

して対応方針（案）は妥当と判断する。 

 

【有明海沿岸道路（長洲町
ながすまち

～玉名
た ま な

市）】 

 ・地域や道路の課題を踏まえた政策目標（案）や、意見聴取の内容・方法につい 

ては、妥当と判断する。 

 ・今後の意見聴取について、「観光」の項目は、有明海沿岸地域だけでなく、 

広域的に意見を聴取できるような表現・場所となるよう工夫して頂きたい。 

 ・意見聴取に用いる資料については、対象地域の概要（路線、地図等）が一般の

方でもわかりやすい表現となるよう工夫して頂きたい。 

 

【新広域道路交通計画と高規格道路ネットワークについて】 

 ・「高規格道路ネットワークのあり方 中間とりまとめ」及び「WISENET2050・政

策集」の内容並びに、今後の進め方について報告を受けた。 

・この「中間とりまとめ」に記載の「交通量の多寡によらない多様な評価の方法」

についての議論は、九州地域の今後の道路整備にとって重要である。 

以上 


